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令和２年度 家庭部会研究計画 

１ 研 究 主 題 

自らよりよい生活を創り出そうとする子供の育成 

－学びの質を高める家庭科学習－ 

 

２  研究主題設定の理由 

  今日，日本社会はグローバル化や少子高齢化，高度情報化などにより，社会構造は大きく，急速に変化し，

予測が困難な時代となっている。家族・家庭生活の多様化や消費生活の変化，持続可能な社会の構築等の課題

が山積しており，これからの時代を生きる子供たちには，社会の急激な変化に主体的に対応できる力が求めら

れている。子供たちが，学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し，これからの時代に求められ

る資質・能力を身に付け，生涯にわたって能動的に学び続けることができるようにするためには，「学び」の質

を一層高める授業改善を進めていくことが必要である。 

こうした中，家庭科では，実践的・体験的な学習活動を通して，家族や家庭，衣食住，消費や環境などにつ

いての科学的な理解を図り，それらに係る技能を身に付けるとともに，生活の中から問題を見いだして課題を

設定し，それを解決する力や，家族の一員として，生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度等を育成す

ることを目指している。 

生涯にわたって子供たちが自立し，よりよい生活を営むためには，「生活の営みに係る見方・考え方」を働

かせ，実践的・体験的な活動や問題解決的な学習を通して，自らの家庭生活を見つめ，課題について意識をし，

解決への意欲を高め，生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を育成することが重要である。日々繰り

返し営まれる家庭生活の中で家族と共に成長していることを自覚し，衣食住を中心とした生活の営みを大切に

しようとする意欲や態度は生涯にわたる家庭生活を支える基盤となるものである。このように，家庭科で身に

付けた力を家庭，地域から最終的に社会へとつなげ，社会を生き抜く力としていくことが大切であると考え，

研究主題を「自らよりよい生活を創り出そうとする子供の育成」とし，副主題を「学びの質を高める家庭科学

習」と設定した。 

 

３ 研究主題・副主題について 

(1) 「自らよりよい生活を創り出そうとする子供」とは 

「自らよりよい生活を創り出そうとする子供」とは，家庭科で身に付けた資質・能力を，家族の一員とし

て家庭生活をよりよくしたり，日本の生活文化を大切にしたりするために生かし，実践する子供のことであ

る。家庭科では，家族や家庭，衣食住，消費や環境などに関する知識及び技能を身に付け，日常生活の様々

な問題を見いだし，解決すべき課題を設定する。日常生活に特に不便や不十分さを感じることなく過ごして

いる子供たちが，自分のこととして課題を見付けることは容易ではないため，既習の知識及び技能や生活経

験を基に自分の日常生活を改めて見つめることができるようにすることで，疑問や発見が生まれ，「なぜそ

れをするのか」，「なぜそのような方法で行っているのか」などの課題を設定できるようにする。このことに

より，子供たちの学習意欲が高まり，見通しをもって，主体的に学習に取り組もうとする態度を育むことに

つながると考える。そして，自分の生活経験と関連付けながら，様々な解決方法を考えたり，実践活動を評

価・改善したりする中で，課題を解決する。その際には，他者と意見交流しながら，自分の考えの理由や根

拠を明確にしたり，考えを広げ，深めたりする。このような学習を繰り返すことで，生活の営みを大切にし
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ようとする意欲や態度が育まれ，さらには，家族を支えるという大切な意味があることに気付き，生涯にわ

たって健康で豊かな生活を送ることができると考える。 

                                                                 

(2) 「学びの質を高める家庭科学習」とは 

「学びの質を高める家庭科学習」とは，習得・活用・探究という学びの過程の中で「生活の営みに係る見方・

考え方」を働かせることを通じて，より質の高い深い学びにつなげる学習のことである。「見方・考え方」

は，「どのような視点で物事を捉え，どのような考え方で思考していくのか」というその教科等ならではの

物事を捉える視点や考え方である。教科等の学習と社会をつなぐものであることから，子供たちが，学習や

人生において「見方・考え方」を自在に働かせることができるようにすることが重要である。家庭科が学習

対象としている家族や家庭，衣食住，消費や環境などに係る生活事象を，協力・協働，健康・快適・安全，

生活文化の継承・創造，持続可能な社会の構築等の視点で捉え，それらを一連の問題解決的な学習過程の中

で働かせながら，課題解決に向けて自分なりに考え，表現するなどして資質・能力を身に付けていく。この

ような学びを通して，日常生活に必要な事実的な知識が概念化されて質的に高まったり，技能の定着が図ら

れたりして，生活をよりよくしようと工夫する資質・能力が育まれる。 

 

４ 研 究 内 容 

(1)  指導計画の工夫 

  ① ２学年間を見通した年間指導計画 

２学年間の学習の見通しをもち，子供や学校，地域の実態に応じて，家庭科で育みたい子供の姿を明確

にする。学習内容の関連性や系統性を考えて段階的に題材配列を工夫する。Ｂ(2)「調理の基礎」及びＢ(5)

「生活を豊かにするための布を用いた製作」については，基礎的・基本的な知識及び技能を確実に定着さ

せるため，２学年にわたって扱うようにする。その際，簡単なものから複雑なものへと次第に発展してい

くよう配列する。家庭や地域での実践についても，学校行事や地域等との関連を考えたり，長期休業等を

活用したりするなど，題材を配列する。「Ａ家族・家庭生活」の(4)「家族・家庭生活についての課題と実

践」では，「(2)家庭生活と仕事」又は「(3)家族や地域の人々との関わり」を基礎とし，「Ｂ衣食住の生活」，

「Ｃ消費生活・環境」で学習した内容との関連を図り，２学年間で一つ又は二つの課題を設定して年間計

画に位置付ける。  

② 育成する資質・能力を明確にした題材構成 

  「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせ，子供たちが気付いた生活の課題を実践的・体験的な活動

を通して，解決していく学習を積み重ねていけるようにする。その際「生活の営みに係る見方・考え方」

に示される視点を適切に定め，見通しをもって指導できるようにする。関連する内容の組み合わせを工夫

したり，学習過程との関連を図ったりして効果的な学習が展開できるようにする。家庭や地域での実践も，

一連の学習過程に位置付けて題材を構成する。また，子供たちの課題追究の意識の流れを明確にするため

に，題材構想図を作成する。その題材で育成する資質・能力を明確にし，題材を通した問いを設定できる

ようにする。これにより，その題材で子供たちに「何をどのように学ばせるか」，「何ができるようになる

か」が明確になり，生活をよりよくしようと工夫する資質・能力の育成を図ることができると考える。 

③ 他教科等との関連，中学校との系統性の明確化 

    家庭科と他教科等との関連を明確にするとともに，中学校の技術・家庭科家庭分野の内容を見据え，系

統的に指導できるよう，教科等横断的な視点で題材配列や題材構成を工夫する。これにより，子供たちが

これまでに学習してきた内容とこれから中学校で学習する内容の関連を意識することで，子供の理解の程

度や思考の流れを予想するなど，見通しをもって指導計画を考えることができる。 

 

(2) 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 



 

―家庭部会 3－          

 

授業改善は，子供の資質・能力を育むためのものであることから，まず題材でどのような資質・能力を

育むかを明確にする。また，以下の三つの学びは，学習過程において相互に関連し合い，一体として実現

されるが，授業改善の視点としては，それぞれ固有の学びになる。 

    「主体的な学び」とは，題材を通して見通しをもち，日常生活の課題の発見や解決に取り組んだり，実

践を振り返って新たな課題を見付け，主体的に取り組んだりする態度を育む学びである。 

    「対話的な学び」とは，子供同士で協働したり，意見を共有して互いの考えを深めたり，家族や身近な

人々などとの会話を通して考えを明確にしたりするなど，自らの考えを広げ深める学びである。 

    「深い学び」とは，日常生活の中から課題を設定し，その解決に向けて計画，実践，評価・改善といっ

た一連の学習過程の中で，「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせながら，課題の解決に向けて自分な

りに考え，表現するなどして資質・能力を身に付ける学びである。 

              

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

    「生活の営みに係る見方・考え方」については，「Ａ家族・家庭生活」の(1)のガイダンスで扱う。各内

容の導入で，ガイダンスで触れた「見方・考え方」を振り返り，視点を意識できるようにする。「食事の役

割」，「衣服の主な働き」，「消費者の役割」など役割や働きについて，導入で学習するので，「食事の役割」

なら「健康」，「衣服の主な働き」なら「快適」などの視点を意識できるように学習を展開する。     

題材全体を通した問いは，導入の１又は２時間目に子供と教師が設定するが，例えば，「健康で元気にな

るにはどのような食事をとればよいか」という課題を設定する。子供たちは，その課題解決のために「生

活の営みに係る見方・考え方」である「健康」の視点から日常生活を見つめる。そして一連の学習過程の

中で，自分の生活経験や学んだ知識（事実的な知識）を関連付けて考え，理解を深めていく。このような

学びを通して，本質的な「健康」という概念が習得され質的に高まったり，技能の定着が図られたりする。 

① 基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着 

    題材ごとに，発達段階に応じた基礎的・基本的な知識及び技能を明確にする。子供たちには，これまで

に「知っていること」や生活経験と結び付けて，学習内容への必要感をもたせる。さらに試しの活動や観

察，調査，実験等の活動を通して実感を伴って理解できるよう工夫する。また，調理や製作等の手順の根

拠について考えることにより，科学的な理解にもつなげる。例えば，みそ汁の調理で「なぜ材料をこの順

番で入れるのだろう」ということを，実習を通して理解し他の材料や料理に応用できるようにしたり，ボ

タンの付け方で「ボタンと布の間に２～３回糸を巻くのはなぜだろう」と観察して理解できるようにした

りする。このように実践的・体験的な活動を通して，確かな知識及び技能の習得を図る。また，製作物の

見本，段階見本，試行用の教材，コンピュータなどを活用した教材・教具等，子供が活用できるように学

習環境を整備する。さらに，子供の特性や生活体験を把握し，ティームティーチングや少人数指導を取り

入れ学習形態を工夫する。ゲストティーチャーやボランティアとして地域の人材を活用するなど指導体制

を整え，個に応じた指導を充実する。 

② 問題解決的な学習の工夫 

題材全体を通して，次の学習過程を参考にして問題解決的な学習を進める。 

  図 生活の営みに係る見方・考え方 

 Ａ 

家族・家庭生活 

Ｂ 

衣食住の生活 

Ｃ 

消費生活・環境 

協力・協働    

 健康・快適・ 

安全 

   

生活文化の 

継承・創造 

   

持続可能な 

社会の構築 

   

 

 

（出典：Ｈ28教育課程部会家庭，

技術・家庭ワーキンググループに

おける審議の取りまとめ） 
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とらえる 見通す 確かめる 振り返る 生かす 

生活の 

課題発見 

解決方法の 

検討と計画 

課題解決に向けた 

実践活動 

実践活動の 

評価・改善 

家庭・地域での 

実践 

 生活を見つめ，

生活の中から問題

を見いだし，子供

自らが解決すべき

課題をもつ 

生活に関わる知識

及び技能を習得し，

解決の見通しに向け

ての自分なりの計画

を立てる 

課題解決に向けて

実践し，互いの考え

を伝え合い，自らの

考えを広げ深める 

実践した結

果を発表し，評

価・改善する 

 

 

家庭や地域で実

践するとともに，

新たな課題を見付

ける 

 

    上記に示す学習過程は例示であり，学びの質を高めることができるよう学習過程を設定する。      

③ 言語活動の充実 

調理や製作等における体験を通して，言語活動を充実することができるようにする。例えば，「確かめる」

では，試しの活動や実験・実習等を協働して行い，その結果をグループで話し合うことにより，自分の考

えと友達の考えの共通点や相違点を見付け，より深く考える。その際考えを言葉や図表等にまとめ，コン

ピュータや情報通信ネットワーク等を活用し，互いの考えを可視化して比較できるように工夫する。また，

その際には，家庭科で用いる生活に関連の深い様々な言葉が実感を伴った明確な概念として形作られるよ

うに配慮する。このような活動を通して，身近な生活への理解が深まるとともに，学んだことを活用する

能力を身に付けることができ，生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を育むことができる。 

④ 家庭や地域との連携 

    子供たちが学習により, 身に付けた知識及び技能を実際の生活で生かすよう実践を積み重ねることが

大切である。家族からの励ましや称賛は子供にとって大きな喜びや自信となり，家族の一員として自分が

成長していることや家族の大切さに気付くことができる。家庭科通信・実践カードのやりとりなどを通じ

て，家庭に協力を依頼し，継続して実践できるようにする。さらに，幼児又は低学年の児童や高齢者など

異なる世代の人々と関わる活動等も考えられることから，教育活動に必要な人的又は物的な支援体制を地

域の人々の協力を得ながら整えるなど，地域との連携を図る必要がある。特に「Ａ家族・家庭生活」の(4)

「家族・家庭生活についての課題と実践」においては，家庭や地域と積極的に連携を図り，学習を効果的

に進めることができるようにする。                                                     

 

(3)  指導に生かす評価の工夫 

  ① 「指導と評価の計画」の作成 

    「子供にどういった力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え，教師が指導の改善を図るとと

もに，子供自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるようにすることは重要である。

そこで，学習活動に即して評価場面や評価方法を明確にし，学習過程の適切な場面で評価を行うために「指

導と評価の計画」を作成する。 

  ② 学びの質を高める評価の工夫 

    学びの質を高めるために，例えば，「見方・考え方」の１つである「快適」について，子供がどのような

言葉を使い，どのような意味で表現しているかを聞き取る。「知識・技能」は，事実的な知識の習得と知識

の概念的な理解をワークシートや作品等から評価する。「思考・判断・表現」は，調理や製作計画・実践記

録表，グループでの話合い等から評価する。「主体的に学習に取り組む態度」は，ポートフォリオや行動観

察，自己評価や相互評価等から評価する。              
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